
2.名 称

「朱漆牡丹紋沈金卓」保存修復報告書
′
       幸喜淳*1 宇保朝犀 2 室瀬和ガ 3 松本達碑

1.は じめに
一般財団法人沖縄美ら島財団所蔵

「朱漆牡丹紋沈金卓」の保存修復処置は、平成 29年 5月 25日 から平成 30

年 3月 31日 にかけて、目白漆芸文化財研究所内の修復室において行われた。以下は修復内容を記録したも
のであ

る。

なお、監督職員を宇保朝輝とし、主任監督職員を幸喜淳、修復責任者を室瀬胸美、修復担当者を松本達弥とし

た。

剰雑切紋沈禅   1基

3.概 要
長方形の天板に筆返しを設けた卓で、花今」形の鰭に低い猫足を付ける。裏面以外の総体は朱漆塗りとし、天板

には沈金で牡丹唐草文を描き、地文様として七宝繋文を配するc鰭と脚部にも天板と同様の文様を沈金で施す。

裏面は黒漆塗りとし、中央部分には朱漆描きで
「人使」の文字を記す。

法量 : 横 62.3 幅 33.2 高さ8.4(c⑪

4.現 状
朱漆塗膜の表面には、経年により埃や汚れが付着し、塗膜が劣化して本来の艶が失われている。縁部分には黒

ずんだ箇所が見られる。乾燥による木地収縮の影響で、木地接合部に亀裂が生じており、亀裂は幅の広い部分で

は311m程の隙間が開き裏面に貫通している。また亀裂の周辺塗膜は剥離、承1落した部分が多くみられる。背面右

側の鰭の一部には、打損により木地が欠失した箇所がある。

塗膜表面の汚れ 刻模の損傷 鰭の一部欠失
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5.修復方針
現在、我が国で行われている指定文化財漆工芸品の保存修復に則り、現状保存修復を原則として行うこととす

る。修復に際しては、充分に事前調査を行い、傷承の現状を確認したうえで修復工程を決定する。また、写真撮

影を伴った修復の記録を取り、修復後と比較できるようにし、修復終了後に報告書を作成し提出する。

6.修復作業
<修復前撮影・調査記録 >

修復前に、修復後との比較ができるよう写真撮影を行った。また、素地、下地、加飾および現状の傷みを調査

記録し、修復作業の工程を確認した。

<保管による環境適応>

修復作業に入る前に、環境になじませるため一定温湿度環境で保管し、安定を待った。

<設置台の製作>

修復作業に入る前に、クリーニングや剥離塗膜の押さえ作業等を安全

に行えるよう、設置台の製作を行つた。

設置台

<養生>

作業中の剥落や損傷を防止するため、亀裂周辺の剥離した部分の養生を行らた。養生は薄口雁皮紙を小片に切

つたものを生基糊で貼り、剥離幻漠の保護を行つた。

生姓糊にて雁皮紙養生
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<ク リーニング>

塗膜表面に付着した埃は、剥離した塗膜に損傷を与えないよう毛棒

を用いて払い落とした。経年によリイ寸着した汚れは純水を僅力ヽ こ含ま

せた綿棒で丁寧に除去した。水分で除去できない汚れに対しては、綿

棒に少量のエタノールを含ませて除去を行った。剥離したね劇司辺は、

引掛けて塗膜が剥落する恐れがあつたため、塗膜の安定処置を行つた

後にクリーニングを行つた。

クリーニング

<亀裂部の麦漆合浸接着>

木地亀裂部分に希釈した麦漆を含浸させ、構造の安定化を図つた。天板の貫通した亀裂に関
しては、亀裂周辺

の朱漆塗膜および沈全部分に麦漆が浸透しないよう、先ず天板面の亀裂部分の堰止めとして、刻キ
の充填作業を

行つた。麦漆に綿状の麻皮の繊維を混ぜ合わせた刻苧を表面から挿し入れて、亀裂に充填した。表1苧
が十分硬化

した後、裏面の亀裂から接着用の麦漆を溶剤にて希釈し、亀裂部分に含浸した。こ
の際、剥離した塗膜には漆が

浸透しないよう配慮し亀裂の接着を行つた。亀裂が深いためこの作業を繰り返し行
つた。

綿状刻苧の充填 希釈した麦漆含浸
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<剥離塗膜の押さえ>

天板表面の剥離塗膜の接着作業に際しては、沈金の彫り部分に漆

が浸透してしまわないよう、塗膜表面と刻線部に膠を塗布し、漆染

みや汚れが生じないよう事前処置を施した。希釈した麦漆を剥離し

た期莫の下に含浸し、溶剤の揮発を待った後、より濃度の高い麦漆

ノど挿し入れ、木枠と竹ひごの弾力を利用した心張り法にて圧着した。

麦漆を乾固させた後、養生のために塗布した膠は残留の無いよう拭

き取つた。

反り返った塗膜は、僅力斗こ水分を含ませて少し時間を置き、柔軟

性を持たせた後、麦漆を含浸し接着を行った。

また、木地肢縮のため刻喫が重なり押さえきれない箇所は、段差

の生じないよう塗膜の一部の形状を整えて、貝占り戻し作業を行つた。

郵莫の圧着にlま↑なひごによる心張り法を採用した。

麦漆の含浸

<刻芋充填及び下地付け>

亀裂部分の隙間や塗膜の欠失した部分には、麦漆に木粉や地の粉を

混合した刻キを充填した。亀裂の深い部分には荒目の木粉や麻の繊維

を混ぜ合わせた刻苧を、浅い部分には麦漆に細目の木粉と微粒子の地

の粉を混ぜ合わせた刻苧を用いた。乾固後に刻苧面の肌を整え、漆分

の多い麦漆イこ微粒子の地の粉を混ぜた下地を施した。

心張り圧着
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<欠失部分の復元>

背面右側の鰭の一部が欠失している部分については、監督職員と協議の結果、形状復元を行う事とした。木地

が露出している箇所から、使用された木材は針葉樹と判断し、現存する同部分の形状を参考に部材の製作を行っ

た。復元した吉Б本オは麦漆で按着し、さらに刻苧を用いて形状を整えた。

<際処理及び際錆>

朱漆塗り面の損傷箇所の際処理については、漆下地を施すと視覚的に目立ってしまうため、膠を用いて際処理

を行った。また裏面の黒漆幻嘆の際処理については、生正味漆と砥の粉を混ぜ合わせた際錆を施し、触手による

損傷拡大の防止とした。

<漆固め>
裏面の黒漆塗膜や際錆を施した部分の保護と]釘堕のため、漆固めを行つた。漆固めは、素黒目漆と生正味漆を

調合し溶剤にて希釈して塗布した。塗布した漆は、塗膜表面に残らないよう丁寧に拭き取った。

<欠損塗膜部分の補彩>

朱漆塗膜の亀裂やる嘆の欠失部分については、刻苧や漆下地を施

したままでは展示上視覚的に黒く目立ってしまうため、監督職員と

の協議の結果、除去可能な素材を用いて補彩を行うこととなった。

まず下付けとして、弁柄オど膠で溶いたものを筆で塗布し、乾燥後さ

らに顔彩を用いて朱漆塗膜の色調に合わせるよう補彩を行つた。

ネ辞わ雇多

<修復後撮影・報告書作成>
修復後の写真撮影を行い、修復記録をまとめ、報告書を作成した。

7.修復工程
①修復前撮影・調査記録

②保管による環境適応

③設置台の製作

④養生

⑤クリーニング

⑥亀裂部の麦漆含浸接着

⑦剥離幻i莫の押さえ

⑥刻芋充填及び下地付け

⑨火失部分の復元

⑩際処理及び際錆

①漆固め

⑫火損n]難る分の補彩

⑬修復後撮影・報告書作成
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修復前

全 景

正 面

天 面

朱漆牡丹紋沈金卓 修復前後画像
修復後

裏面
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修復前

塗膜表面の汚れ

亀裂、塗膜剥離

塗膜剥離

修復後
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欠失部分
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修復前

裏面 塗膜剥離

裏面 塗膜剥離

裏面 塗膜該1離

修復後

.ヽ(

裏面 塗膜剥離
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